
ならコープ第13次中期計画ダイジェスト
「たすけあい・ささえあい・わかちあい〜みんなが笑顔でくらすために〜」

■第13次中期計画の方向性
長期的な目標として「多数者生協」を実現することで組織と事業の拡大強化をはかり、加入率が過半数に到

達した今後も地域社会の発展のために組織と事業の拡大と民主的な運動のバランスをとりながら30万世帯以上
の加入をめざして仲間づくりを継続し生協運動を推進します。

奈良県に深く根ざした生協をめざし、創立以来大切にしてきた食の安心・安全の確保、環境をまもり平和を
たもち続けていくことを推しすすめるとともに社会的使命としてＳＤＧｓ推進を積極的に取り組みます。

ならコープのシンボルマークに込められた「三つのわ」(話、輪、和)の想いを再認識し、組合員活動および
組合員のくらしに貢献する事業と商品づくりを中心に店舗・無店舗事業の垣根をこえてすすめます。

ならコープの2030年ありたい姿の実現ともに2030環境ビジョンを達成し、さらにその先にある未来を見
据えてならコープの2050年ありたい姿を論議、みんなが笑顔でくらせる社会の追求をすすめます。
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ごあいさつ

ならコープは、2022年度を起点とする新たな３ヶ年計画（第13次中期計画）を策定いたしました。

前中期計画（第12次中期計画）では、「たすけあい・ささえあい・わかちあい～誰も取り残さない　安心
してくらせる地域づくりのために～」をテーマに、奈良県におけるならコープの2030年ありたい姿の実現
に向けて取り組みました。誰もが予想できなかった新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大により、人と
人が集うことで実現してきた様々な活動や事業は大きな変化を余儀なくされましたが、目的実現に向けて今
までの「あたり前」を問い直し、組合員と役職員、関係する方々の協力や工夫によって前進することができ
ました。

ならコープは第13次中期計画の最終年度となる2024年に創立50周年を迎えます。創立以来大切にし
てきた平和の理念『よりよい生活は平和であってこそ実現する』を事業と活動のベースにおき、持続可能な
社会の実現をめざして様々な取り組みをすすめていきます。50周年の節目を控え、改めて、100年続く生
協を目指し、「2030年ありたい姿」の実現に向け、職員、組合員の夢や希望の声、願いを寄せ合いました。「た
すけあい・ささえあい・わかちあい～みんなが笑顔でくらすために～」をテーマに、事業構想（店舗・無店舗）、
未来に向けた人事構想、デジタル化およびシステム最適化構想、組織運営・連帯と地域づくり構想、農業参
入などの新規事業構想、物流構想、2030環境ビジョン推進の分野で検討をすすめ、第13次中期計画を取
りまとめました。

地域別総代会議では、投資案件においても概ね理解を得られ、多くの賛同の声をいただきました。特に農
業事業参入においては、地域づくり、農福連携、地産地消の推進、食料自給率の向上への寄与に対して多く
の期待の声をいただきました。組合員の期待や信頼に応えることを使命として取り組んでまいります。

ならコープの組合員であることを誇りに思い、また、ならコープの職員であることに自信と誇りを持ち、
組合員とともに役職員全員の力でならコープをさらに力強く発展させる道筋としてまいります。
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理事長　吉 田 由 香
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ありたい姿（総合地域拠点づくり）

ブランド価値（商品МＤ再構築）

経済性価値（安価）

組合員体験型価値（リアル価値）

利便性価値（買物ストレス解消）

リアル店舗（価値追求）

GPR向上（24.37％）

経常剰余率

店舗改装・出店計画

供給高・利用人数・世帯利用高

事業収益向上・投資について（みらいづくり）

環境対応（7.12.13.14.15）

働き方改革（5.8.9.17）

子育て支援・高齢者支援・買物支援（1.2.3.11）

協業・連携（10.11.12.17）

ＳＤＧs推進店舗（持続可能な地域づくり）

■①事業構想（店舗版）
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2030年ありたい姿を実現するために
【目指したい姿】

・組合員（ひとりひとり）の生活にもっと寄り添い、支えられる無店舗事業へ
・事業構造を更に強めて、組合員に安心して使い続けてもらえる無店舗事業へ

産直の取り組み 無店舗商品部

❶ �SDGs視点を大切に、生協の良さや価値を伝え、子育て世帯とともに高齢者世帯でも利用し続けられる
商品やしくみの構築（健康で、幸せに暮らせる）など、利用を通じて、「生協ファン」をひろげる取り組
みに発展させます。

❷ �組合員の暮らしの変化に対応しながら、ラストワンマイルの生活インフラとして暮らしに役立つ事業、
お役立ちできる配達品質の向上を目指します。

❸ �それらの活動を通じて、誇りややりがいをもって、イキイキと働き続けられる組織運営を目指します。

■②事業構想（無店舗版）
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協同組合の職員として自信と誇りと責任を持ち、
笑顔でいきいきと働き続けることを目指して

職員のありたい姿

■人事構想

組合員である職員として、「❶ 笑顔で明るく挨拶しよう！～自分を認め相手を認めます～」
                                    「❷ 感謝の気持ちを言葉や行動で表そう！～日常の気づきを大切に行動します～」

【エンゲージメントの視点】みとめあい

【働き甲斐・遣り甲斐の視点】ささえあい

【人財育成の視点】たかめあい

【ダイバーシティ・インクルージョンの視点】わかちあい

【人財活躍の視点】たすけあい

取り組みの視点
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『商品とくらしを通じて、組合員も職員も幸せになる』
～ＳＤＧｓの実現へ　３つのわ（話・和・輪）をひろめる
誰も取り残さない　安心してくらせる地域づくりのために

『たすけあい・ささえあい・わかちあい』

■組織連帯と地域づくり

❶ �地域の特徴や状況に応じた
総合地域拠点、ステーショ
ンを通じた地域づくり

・�吉野共生プロジェクト、地産
地消、商品開発・利用運動

・�行政、地方自治体、および各
種団体との連携と協力

・�コープきんき、日本生協連、協
同組合間協同による連帯強化

❷ 新しい組織運営の発展
・�活動層の広がり、新しい参加

のかたち
・�エリア活動と全体活動の具体

化ならびに事業と活動の連携
・�行政、地方自治体および各種

団体との連携と協力
・�知って知らせて「伝わる」（心

に響く）、くらしに役立つ広
報（ブランディング）

❸ �組合員主権の協同組合ガバ
ナンス強化

・�ならコープでの利用と活動参
加、活動組合員としての参画

・�総代選出
・�組合員理事の選任

キーワード キーワード

行政との連携、地域貢献、高齢
者対応、協同組合間協同、他企
業との連携

組合員活動への参画、子育て支
援、商品政策（ブランディング）
事業との連携、広報

ガバナンス、総代選出、理事定
数の見直し、理念教育・職員学
習

■デジタル化

社会情勢の変化とデジタル化（業務改革改善）に
求められている課題

１．デジタル化およびシステム最適化…
〇デジタル化…組合員の利便性向上、業務効率化に資する、データの資源化と最大活用する。
〇システム最適化…業務の制度面・運用面（業務手順や管理方法など）を見直し、仕組み共通化・一元化を

行うこと。

２．コープきんきにおけるシステム最適化構想…
〇組合員管理・宅配業務共同化プロジェクトが発足し、業務の共通化を通じ、基幹システムの共同化、シス

テム開発・保守費用の軽減と人材確保および育成を実現する。

３．組合員にどのような価値を提供するか
デジタル化によって実現したい全体像（価値）を策定し、いくつかのフェーズに分けた実行計画を策定し、フェー
ズごとに全体計画を立て精緻化します。



− 7 −

ならコープが農業に参入する意義

ならコープ物流の第２期再編計画

ならコープの2030環境ビジョン

五條市阿太地域で地域拠点づくりをする目的

■農業参入PJ

■物流構想PJ

■2030環境ビジョン推進PJ

❶ �地球環境保全および耕作放棄地の減少に貢献することが出来ること
❷ �生協での販売により地産地消（運動）が推進できることによって、国内および奈良県内の食料自給率の

向上への貢献ができること。合わせて、農業技術の伝承することの一助にもなりえること（※SDGs15
番：陸の豊かさを守ること）

❸ �生産から製造・加工・販売までを一貫した、いわゆる6次産業化を目指し農山（漁）村の豊かな地域資
源を活用した新たな付加価値を生み出す取組の実現を目指し、地域雇用や地域経済への活性化にもつな
がること。

ならコープ第12次中期計画　2030年ありたい姿を見据え、「誰も取り残さない　安心してくらせる地域
づくり」の為に、事業と活動を通じて組合員のくらし貢献と持続可能な社会の実現に貢献し続けていくため
の環境整備が必要となります。
将来の社会環境を見据え、ならコープ物流の第２期再編計画として事業別に分かれていた物流機能を田原本
に集約し、事業部門を横断し総合力を発揮すべく、保有する設備を効率活用できる施設を目指し、改築計画
並びに運用方針計画を策定する。
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TEL　0742-34-8731　　ホームページ　http://www.naracoop.or.jp/

【第13次中期計画PJ】
仁禮　雅子	 木村　匡亜	 辻本　善郎	 岡林　秀憲	 高木　忠政
【店舗事業PJ】
河原　昭義	 中尾　友樹	 本田　　岳	 西岡　淳子	 辻本　年宏	 舘花　千幸	 辻内　真理	 岡　　英幸	 深井　理人	 則次　美希	
瀧澤　友之
【無店舗事業PJ】
片岡　之知	 中井　克哉	 長尾　卓巳	 宇野　　孝	 丸山　尚也	 丸山　朋美	 岩﨑　　稔	 熊田　淳太	 向出　文則	 坂本　　健	
勝目　晃史	 川原奈那子	 大堀由美子	 中濱　幸弘	 辻　　健一	 嶋　佳菜子	 藤瀬　　隼	 福田　真幸	 北林　将馬
【人事構想PJ】
仁禮　雅子	 浜辺　豊彦	 岡林　秀憲	 小田　康輔	 石橋　大樹	 大塚　優来	 辰巳　祥子
【組織連帯と地域づくりPJ】
奥西　武史	 奥田　高士	 堀井　久栄	 小山　幸恵	 松山　典史	 竹本万里子	 八倉　貴子	 木下　智子	 和田　直人	 寺尾　啓三	
辻　　泰世	 武澤　悠梨	 北川真由美	 北林　将馬
【デジタル化PJ】
鈴木　正志	 相良　彰吾	 髙井　祥裕	 岡林　秀憲	 岩﨑　　稔	 中尾　友樹	 中濱　幸弘	 辻　　泰世	 樋口　直哉
【農業参入調査研究PJ】
宮髙　達也	 竹村　　彰	 盛口　　篤	 青木　美紗	 竹本万里子	 田嶋　　剛	 牛谷　光子	 水野　順子	 池口長志郎	 中辻　利佳	
長尾　卓巳	 平松　直幸	 中村　文彦	 稲田　　靖	 関　　明子	 宮下　祐二	 宮本　義雄	 山口　直樹	 小川　優作	 西岡　直樹	
大西　将史	 大澤　克至
【物流構想PJ】	
宮高　達也	 森岡　伸彰	 盛口　　篤	 河原　昭義	 片岡　之知	 長尾　卓巳	 吉村　弘章	 宇野　　孝	 豊岡　俊彦	 木村　匡亜	
三木　克哉	 中井　克哉	 竹村　　彰	 辻本　善郎	 浜辺　豊彦	 今西　範行	 阪本　俊也	 川﨑　祐志	 大澤　克至	 中村　　彰	
中村　文彦	 藤井　昭二	 末峰　義浩
【2030環境ビジョン推進PJ】
福西　啓次	 辻本　善郎	 宮髙　達也	 盛口　　篤	 片岡　之知	 奥西　武史	 長尾　卓巳	 吉村　弘章	 宇野　　孝	 三木　克哉	
前尾　友洋	 中井　克哉	 豊岡　俊彦	 木村　匡亜	 大西　啓文	 向出　文則	 亀川　亮磨	 竹川　佳秀	 竹村　　彰	 中村　文彦	
樋口　直哉
【理事会】
吉田　由香	 堀井　久栄	 福西　啓次	 宮髙　達也	 盛口　　篤	 板澤　英子	 稲野　玲子	 藤田有紀子	 山内美和子	 牛谷　光子	
木下　智子	 小山　幸恵	 澤田　永子	 竹本万里子	 中辻　利佳	 細見多恵子	 松岡　美香	 松田　美紀	 森本　宏美	 八倉　貴子	
青木　美紗	 阿南　　久	 坂上　吉一	 髙岡　正輔	 田嶋　　剛	 玉置　　了	 中西　伸之	 松本　照生	 金光　結香	 三田　幸子	
岡本　善英	 西野　慎一	 西嶋　博之	 中野　素子
【アンケート、テーマ投票等で関わって頂いた方々】
藤原富美代	 田中　尚子	 静谷　　聡	 中山真由美	 能島　敏美	 山下　直也	 柴田　友子	 今村　友哉	 中村佳世子	 東　　充洋	
足立　大岳	 石田　貴也	 中　香緒里	 奥　　浩世	 永井智恵美	 山上　真生	 泉　　　太	 小池　千佳	 高橋　敦朗	 竹本　祐二	
相良　彰吾	 上水美代子	 椿　浩一郎	 下出　浩司	 宮本　朝子	 武澤　悠梨	 奥田　由美	 藤本　恭志	 木村　絹子	 花田　昌幸	
井山　沙恵	 荒　　昌浩	 幸脇真紀子	 梅田　浩史	 畑山　惇哉	 水野　美沙	 岡本　浩樹	 井手　　聖	 今津　芽衣	 橋本　孝行	
中森　令子	 杉本　遼太	 松田　　光	 阪本　竜大	 御山　紗季	 藤田　恵子	 北尾　　望	 小林千津子	 丸川　正子	 岡本　　薫	
藤原　正男	 和田　直人	 植村　裕子	 岡　　繁宏	 原田　　卓	 上杉　静輝	 中谷　隆司	 大久保裕子	 西川　恭子	 豕瀬のぞみ	
湯田　礼輝	 浅野　真見	 渡邉　祐也	 西谷早希子	 宮本　紀子	 安西由起子	 横井　靖子	 竹村　　彰	 岡本　昂樹	 柿本　直昭	
井上　響子	 中谷　育浩	 田仲　俊裕	 西谷　実穂	 西谷　美穂	 早瀬　裕子	 松下　充代	 萩本たくみ	 藤平弥沙斗	 西浦　みか	
渡邊　祐也	 川本　　剛	 三輪　祐美	 辻本　徳子	 和田　恭子	 小島まゆみ	 吉永智代美	 小山　和恵	 植田ゆうこ	 松嶋　園子	
前田　純子	 坂口　妙子	 山本　郁代	 多田　千穂	 高田　大地	 西川　勝恵	 東　美佐子	 木川　節子	 中堂　　明	 三好貴久子	
本田みよ子	 飯降稚恵子	 円田　妙子	 天羽　憙子	 安江　孝司	 今井　律子	 湟打まき子	 高橋　容子	 嶋　　洋子	 藤本　千己	
岡橋　真理	 尾西　美保	 黒川　明子	 南　真由美	 逢坂　玲子	 宮田　裕子	 浦本　順子	 前田ニ三子	 井西佐代子	 森田佐和子	
磯田香津代	 津本　綾子	 吉田　雅史	 黒田　詩万	 藤井　雅子	 森岡　幸代	 松坂　基子	 近藤　智美	 樋口　直哉	 木下　里佳	
井上　克司	 上田　歓子	 桑野　正祥	 三石　洋子	 内田みどり	 櫟本　貴史	 堀内　恵子	 松谷　政治	 福田　雄二	 桒田　温子	
酒井　智美	 松田　由佳	 足立　奈穂	 中津　治城	 藤田　貴子	 宮井　教如	 橋本　容子	 野原　晴美	 斧田　恵美	 青木　秀俊	
中村満智子	 前尾　友洋	 中川　博子	 谷川　商事	 山中　道正	 佐藤　公哉	 岩崎　健太	 吉谷　雅樹	 佐伯　義紀	 井上　頼昭	
細堀　育代	 有岡　達治	 片野　雄介	 藤田　幸正	 庄田有紀子	 倉嶋　克知	 河野　太輔	 川端　弘章	 霜中　美岐	 小島　一樹	
北川ゆうき	 竹下　員広	 山本　佳裕	 藤瀬　　隼	 山本　篤弥	 原　　美穂	 前田　恭子	 宮脇　尚子	 北川真由美	 平松　直幸	
田畑　　稔	 池田　仁美	 松岡　知也	 峯林　巧弥	 椎木　優真	 藤野　晃子	 新井　裕子	 丸山　尚也	 秋吉　　勇	 前川　泰嗣	
樫内　瑞樹	 宮田　裕司	 中西　真也	 十河　香里	 染田　隆道	 筒井　亜紀	 浜本　国浩	 桐山　義也	 辻　　浩光	 大谷　　穣	
松原　崇晃	 大塩　隆司	 山田　知美	 喜多村和久	 川瀬　　遥	 石田　将太	 檜垣　知明	 南浦　久容	 辰巳　祥子	 宮下　裕二	
行方　　桂	 植野　　融	 工藤　祝友	 勝目　晃史	 堀江　正人	 段　光一郎	 熊田　淳太	 吉岡　勇大	 小原　幸典	 池田　幸男	
德島　克哉	 加藤　貴代	 嶋村　隆博	 寶田　政人	 米川　貴啓	 田中　　勇	 米川　瑞希	 深井　理人	 三木　克哉	 横野　久美	
奈良　礼子	 中西三津子	 川上　久美	 鈴子　奈美	 池本真知子	 池田　孝子	 佐竹実代子	 西浦　千幸	 内田　俊之	 八上　真紀	
桑野　慎治	 向出　文則	 長尾　卓巳	 森　　　雄	 養道　史子	 浜辺　豊彦	 森内美奈子	 神木佳奈子	 岡林　秀憲	 水谷英利子	
渡部　裕也	 村岡　幸奈	 杉本　孝行	 大津　空良	 上川　雅央	 岩崎　　稔	 山本　聖子	 中西　規雄	 西田　美樹	 畑中　弓子	
大阪久美子	 植田やよい	 藤岡　奈美	 森本　佳延	 西本　浩裕	 杉本　晋也	 深町　美紀	 村井　　翔	 塚本　和也	 植村　里美	
木水　清江	 上田　勝久	 栗本　　慶	 中野　寛之	 村上　祐巳	 坂本　　淳	 森川　　涼	 望月　誠也	 堀部　七彩	 岩狭　郁夫	
岩切　裕治	 和田篤太郎	 畑谷　達信	 米田真由美	 辻　　健一	 植島　友浩	 吉住　　遊	 高橋　克治	 北　　真幸	 井塚　　翼	
安原　　優	 仲村　　章	 中矢　脩斗	 金澤　克俊	 江川　優介	 村上　　航	 勝瀬　勇登	 西野　大輔	 杉本　康輔	 仲川　雅樹	
植村　龍也	 大塚　博一	 小川　優作	 宮腰　誠司	 中尾　浩二	 久保　雅哉	 青木　翔吾	 中田　裕紀	 結城　正利	 大谷　俊彦	
西畑　大和	 川原奈那子	 佐野　吉治	 佐藤　大雅	 鈴木　悠介	 米井　善彦	 山本　翔貴	 飯田　麻巳	 戒田　豊治	 枡田　寛之	
大村　慶成	 八倉　貴子	 飯森　千春	 奥田　高士	 甲斐田里絵	 尾野　由高	 工藤　利香	 堀口　陽子	 戸田　裕子	 渡辺　早苗	
三谷　　豊	 根本　一美	 高木　忠政	 島　　英之	 岡本　充規	 西川　茂幸	 奥野　　純	 森元　博史	 清水　伸介	 宇野　　孝	
池田　賢二	 土肥　浩二	 中濱　幸弘	 丸山ともみ	 田中由美子	 矢部　良子	 泉岡　孝昂	 有馬　大輔	 西川　幸子	 西岡　淳子	
川上　　洋	 石井　真弓	 中尾　友樹	 河原　昭義	 今井　正博	 今久保克久	 家治　正人	 岸田　光世	 西村　明浩	 吉岡　伸郎	
山口　直樹	 能美　英明	 西川のり子	 岡村　潤子	 八木佐和子	 吉村　昌朝	 龍城　翔太	 大月　輝章	 松田　隆治	 大西　将史	
清水　　朗	 西本　陽亮	 藤川　元気	 岡田　和樹	 橋田　崇史	 荒木　一平	 網谷　孝景	 鎌田　信二	 鶴田　勇気	 玉置　佑介	
上嶋　康裕	 本田　明佳	 長谷　　優	 坂本　　健	 寺尾　啓三	 山本　佳弘	 吉田　恵子	 武藤　恭子	 松井　千恵	 上田　幸司	
駒　　良彦	 具島　篤徳	 中川　幸美	 大神　祐実	 小西　和子	 河合　　宏	 今西　範行	 山本真理子	 福田　真幸	 宮本　睦美	
田中　勇気	 佐藤　　文	 脇元　康成	 松田　尚也	 中井　克哉	 坂口　和也	 北川　武彦	 和田　利美	 上田　晃久	 稲田　　靖	
吉岡　俊宏	 山口　典子	 三浦　妙子	 岡田ますみ	 片岡　友子	 増田　正代	 片岡　晴美	 岡田　光子	 中村　文彦	 西田　　澄	
桂田　安雄	 澤田　永子	 木下　智子	 吉賀佳津子	 花山あすか	 山内　　孝	 米田　泰代	 山本　美紀	 中村美華子	 米田　　衛
黒田　昌孝	 円山　正詔	 礒部　亜紀	 中村　梨沙	 佐々木和則	 岡本　輝明

■第13次中期計画策定に関わって頂いた方々（敬称略）


